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桜井の別れの場面に、観心寺金堂・中院・三重塔と思われる建物が描かれている絵馬は全国的に珍

しく、“地元ならではの民俗文化財”である。加賀田には楠木正成が軍学兵法を学んだ大江時親の邸

跡がある。「正成公がこの道を通り大江時親のもとへ通っていた」と伝承されているように、加賀田

の人々の楠木正成に対する思い入れは強い。室町時代から江戸時代にかけて大衆文化のサムライヒー

ローであり、郷土と郷土に暮らす人々を大切にした楠木正成が、加賀田神社本殿修理竣工記念の絵馬

の題材になった。このことが、楠木正成が地元で長く敬愛されてきたことを示す貴重な証しであると

考えられる。 

 
 

 

 

    

    

    

    
    

    

    

    

楠木正成楠木正成楠木正成楠木正成    
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ー・ー・ー・ー・エメラルドグリーンエメラルドグリーンエメラルドグリーンエメラルドグリーンといった舶といった舶といった舶といった舶

来顔料来顔料来顔料来顔料が使われているが使われているが使われているが使われている    
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正成正成正成正成 8～～～～15歳の学問所歳の学問所歳の学問所歳の学問所であったであったであったであった    

重要文化財建掛塔重要文化財建掛塔重要文化財建掛塔重要文化財建掛塔    

三重塔の完成形が描かれ三重塔の完成形が描かれ三重塔の完成形が描かれ三重塔の完成形が描かれ
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